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大切な人へ手渡したい、故郷の佐賀
　大切な人を地元へ案内する旅「佐賀市へ#連れ帰省」。

なんと1,200組を超える応募がありました。

　祖父母に迎えられた安心、どこまでも続く空、季節の匂い、

星空。

　自分を育ててくれた佐賀を、今度はこどもや大切な人に

見せたい。そんな思いが、あふれていました。

　故郷の価値は、離れて初めて見えることがあります。

その思いごと迎え、「また佐賀へ」と続く時間をつくり

たいです。

路線価１位。人が集い、まちが動く
　佐賀駅前中央の路線価上昇率が、全国の都道府県庁所在地

で１位となりました。行政だけの力ではありません。

　駅前交流広場の200を超す催し、SAGAアリーナやスポーツ、民間

投資、そして一人ひとりが佐賀を動かしてくださった結果です。

　人が集い、交わる。そこから消費や投資、仕事が生まれる。

この循環を暮らしの豊かさへ。地価上昇の影響にも目を配り、

まちなかへ広げます。

　令和８年熊本地震。亡くなられた方々を悼み、被災された

皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

　市内の安全を確かめながら、消防や水道、避難所運営など

の職員を被災地へ。向かう職員の背中に、日頃の備えと連携

の重みを感じます。

　救助、給水、復旧、義援金、被災自治体への代理寄附。被

災地の声を受け止め、佐賀からできる支援を、一つずつ重ね

ていきます。

支える力は、まちの境界を越える

　　　　◀詳しくは「#連れ帰省」特設サイト


